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武 隈 良 一
著者 フ.ン ・デ ァ。ウェルデンは和蘭生れの数学者で夙 に令名のある人。ス
ウ、スになが く住み現在はチ ュー リ。ヒ大学の数学教授である。彼の活躍は多
方面にわた り,リ ー群,代 数幾何,量 子力学,一 次変換群,代 数学,古 代数学
史に関す る著書によっそ広 く知 られている。 か く多彩である上に今度 さらた数
理統計学に関す る書物 を出版した。 これとて も長年にわたって準備 された もの
でやは り彼の力作であるといえよ う。
英語で書かれた数理統計学の書物は数多 くまたす ぐれた もの も多い。 しかし
ドイツ語で書かれた ものは非常に少ないので 早 くか らζの方面の書物が期待さ
れていたが,こ の良書がその渇をいやして くれ ることにな る。
序文 をみると,こ の書物は実際の応用 を伴つた長年月にわた る仕事か ら生れ
た ものであるとい う。学生時代か ら経済学者,薬 理 学者,生 理 学者,生 物 学
者,技 師などが統計の質問 をもって彼の処に きた。 その際よ り良 き方法を案出
して教 えて きたが,そ れ らの方法が この書の基礎となってい る。 また自然科学
および社会科学か ら適切で有益な例 を豊富にあげてい る。 これ らの例を紹介す
ることが興味深いのであるが,こ の書評で詳説で きないことが遺憾である。 例
題 とい うものは決 して理論か らつ くられ るものではな く実地か ら生れ るもので
ある。この書の特徴は興味深い例題が数多 く含まれてい ることで,数 学理論を
厳密に学ぼ うとす るな ら他に もす ぐれた書物はある。 しかし数学理論の一通 り
のことは勿論分 り易 く述べ られてあるので初めての人にとって も有益である。
函数論やルベク積分の知識 を仮定 してい るとはい うがそれなしで も理解で きる
よ うに書かれてある。 しかし微積分と解析幾何の予備知 識 は最小限 必要 で あ
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る。
この書 は もとよ り入門書で あ り,数 多 くの重要理論例 えば逐 次 テス ト,判 走
函 数,確 率 過程 な どは省略 されて い る。 それ については一 きわす ぐれた専 門家
の著書,例 えば
A.Wald,SequentialAnalysis,1947(Wiley)
A.Wald,Statisticaldecisionfungtions,195Q(Wiley)、
J.L.Doob,Stochasticprocesses.1953(Wiley).
を見 な ければな らない。
本書 を概観 す るな らば第1章 か ら第6章 までは コル モゴロフに よる公理的確
率論 と種々の統 計的応用であ る。詳 し くい えば第1,3,5章 において数学の補
助手段 を与 え第2,4,6章 においてそれ らの統計的応用が述べ られてい る。
この書 の核心 と もい うべ きものは推定理論 と仮説検定の2つ で ある。 前者は
最小 二乗法(第7章)に 始 ま り有効推定 の概 念の精密化 とその適確な証明(第
8章)お よび観測相対度数 への応用(第9章)か ら成 る。後者 はX2テ ス トと
tテ ス トに よ る仮説 の検定(第11章)と 順序 テス ト(第12章)か らな る。
その他第10章において生物測定 を取扱い,最 後の第13章において相 関にふれ
て い る。
第1章 一一 般 基 礎
§1.確 率論 の基礎概 念
A.予 めの説 明 と例
B .事 象
事象(Ereignisse)の場 をと らえ るのに プール代数 と集合体 との2通 りが あ
る。前者は事象 を定義 しない物(Somen)とみな し既知 の公理 を満足す る算法
を もつ と考 え る。後者 は事象 を集合の部 分集合 と考 え る。 この両者の同値な ご
とはStone(1936)が証 明 した ところで あ る。 ここではKofmogorovに従っ
て事象 を初 等事象(Elementarereignisse)の集合 として取扱 う。
C.確 率
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Kolmogorovの公 理 の 上 に 確 率 論 を きず く。
e
.D.条 件確率
P(A、キ0と しAが 生 じfcとい う仮 定の下にBの 条件確率 は
(5}PA(B)際 鍔
に よ っ て 定 義 され る。 し た が っ て
{6}P(AB)=P(A)Pム(B)
と な る。
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しか しH.RichterやP.Finslerが注意 したよ うにpA(B)は{5}によ っ 七
計算 され るとは きま らない。 むしろP忍B)に ついての仮定 が作 られ それ に よ
りP(AB)が 〔6)によって計算 され ることが あ る(例3を み よ)。 故 に〔6}を公理
としで採 用す ることが出来 る。
しか しここではKolmogorovによ り(5)を公理 として基礎 づ けてい く。
E.全 確率の法則
F.独 立 性
G.無 限 和
事象の可附番無 限和が また事象 であ り,こ れが確率 を もつために,ル ベグ測
度論の方法 に よ り事 象 の 体 を 可 測 集 合 の 体 に 拡 大 し,集 合A*に 測度数
P,5(Age)を定義す る。
集 合A*の 可附 番無限和 はまた集合に属 し,次 の無制 限和定 理 を満 足 す
る。
pee(A,*十A2*十……)=pee(A1興)十P*(A2*)十……
§2.偶 然量,分 布函数
A。 偶 然 量
偶然量(ZufalligeGr6ssen)又は確率変数(stochastischeVeranderliche)
とは偶然に関す る値 であ る。
B.分 布函数
c.確率密度
D.正 規分布
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正規分布剛 る亜(t)〒㌃ ∫』..・-ex2dxの級繍 について述べ・・i
u=至(t)とその逆函数t=Ψ(u)の 表 を巻末 に与えてい る。(表1,表2)
§3.平 均値 と標準偏差
A.期 待 値
B、 独 立 量
C。 標準偏差 と分散
D.Tschebyscheffの不 等式
§4.平 均値 と確率(p積分表示
A.長 方形 と開集合
B.2次 元 の確率密度
C .積 分に よ る確率の計算
D.和x+yの 分布函数
定理III.確率密度f(t)と9(t)を有 す る独立量の和の確率密度は
h(t)一∫2
..f(u)9(t-u)du
によって与 え られ る。
第2章 確 率 と相 対 度 数
§5.2項 分布
A.Bernoulliの公式I
B.平 均値 と標準偏差
C.大 数の法則
§6。 相対度数hは 確率Pか らどの位離れ ることがで きるか
A.2項 分布 の正規分布 によ る近似
B.oの 評価
pに 対す る評価としてhを とり,ah・-tl一 磐 に対す る評価 として
雛 ㍗ 逝 翫 一」響 一をとる
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C.hに 対 す る両 側 お よ び 片 側 制 限
不 等式ih-一 一pl≦9(pq
n)巻
が成立す る確率 を 至(g)=1一β とす ると き
2至(g)-1』1-2β
とな る。故 に成立 しない確 率は2β とな り,9を 大 きくとれば2β は小 さ くな
る。
正規分布 にお け る誤差確率(片 側 β,両側2β)に 対 す る9の 値が巻末の表
に与 え られてい る。(表3)
§7.未 知の確率 に対 す る信頼限 界
A.問 題
前節にお け る条件の下に相対度数hが 与 え られ たと き,確 率Pの 信頼限界
を求め よ。
B.大 きなnに 対 す る問題め近似解
lh--pl≦9(litq)9
を平方 して
ヨ
(h-P)・≦ 一£-P(1-P)
n
を グ ラ フ で 解 く。
信 頼 限 界 は 次 の 式 で 与 え られ る
hn十 券g2-g〔h(1-h)n十号g2〕}
fP'=一"h-}n+9・ 一v--p'『
〔4)h
n十 登92十9〔h(1-h)n十号92⊃巻
P2=n十92
但 しkとn-kは 最 小 限4と す 。
0.問 題 の 精 密 な 解
2項 分 布 を正 規 分 布 に 近 似 させ な い で,そ の ま ま 取 扱 う こ と は 周 知 の よ うに
CloperとE・S・Pearson(1934)によ っ て な され た 。
,
§8.選 出 問 題,抜 取 標 本 の 方 法
壺 の な か にK個 の 白 球 とL個 の 黒 球 が あ る と き,k個 の 白 球 と1個 の 黒
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球 をと りだす確率 を求 めよ。
これ は超越幾何分布の問題 で ある。 その応用は人 口統 計,経 済統 計におい て
広い。
§9.2つ の確率 の比較
A.問 題
あ る信頼の もとにP1>P2を 主張 す るためには,hl-h2がどれ位 大 きくなけ
れ ばな らないか
差h1-h2が 平 均値Pl-P2と 標準偏差o=(ali+a22)釜を もつ と き,aが 未
知 な らば如何。第1の 方法 として σ2代 りに
S・-Sl・+S～-h夏£ …¥')+h2藍1…}')
をと る。
B.X2テ ス ト
第2の 方法 として,仮 設Pt=P2を 捨て るに よい条件 を求 め る。
{7}X・ 一(h'-h')篭n2(N-1)》9・
な らば仮設 をすて る。
C.立 証
上 の 次2テ ス トの正 しい ことを証明す る。
D.x2テ ス トの片側お よび両側応用
片側応用 とはX2が 十分大 きい と きh1≧h2か らP1蓬P2な る結論 を導 くこ
とであ る。片側 に応用 した テス トの誤差確率 は両側 テス トの それ の 半 分 で あ
る。
R.小 数 の信頼性
X2テ ス トはNが 小 さい数 であって も使用で きる。
F.R.A.Fisherの精密 な テス ト
Fisherのテス トの例 としてK.D.Tocher(Biometrika,vol.37,P.130)
の例 があげ られてい る。即 ち
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§10.稀事象 の相対 度数
A.Poissonの公式
B.2つ の命 申相対 度数の比 較
単位時間における命中撫 一liと …1;の 差力榊 蠣 然的であ
り得 るかどうかの問題がおこる。
(11一書)2>fi9,(k・+k・)
が成立 しなければこの差は実際に考えられ る。
x2テス トとして書 けば
・x2-(評 一一無y論 一(i≒緋 農霧
がg2よ り大な ることがなけれ ば,偶 然の仮設 は棄 却 され る。
第3章 数 学 の 補 助 手 段
§,11.重 復積分,極 座標への変換
§.12.ベ ータ函数 とガムマ函数
§.13.直 交変換
§.14.2次 形式 と不変式
分 布 函 数,平 均 値,標 準 偏 差第4章
の 経 験 的 決 定
§。15.Ωueteletの曲線
Galtonと9uetletは生物学的量の分布 は非常に しば しばガ ウスの誤差曲線
に よって表 わ され ることを発見し7こ。 そして この分布 をnormalと称 し7C。勿
論 自然 の他の分布 において これとは異な るもののあ ることはK.Pearsonのし
め した通 りで ある。
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§16.分 布函数 の経験 的決定
真の分布函数F(t)と 経験的分布函数F・(t)と の差の極大値・を △=F-Fn
とお き △ の分布函数 をし らべ る。 これはKolmogorov(1933),Smirnov
(1939)BirnbaumおよびTingey(1951,1953)によって研究 された。△ が ε ・
よ り大 な ると きF(t)が分布函数 であ る仮定 をすて るといふ テス トをム テス ト
となづけ る。 これに関す るSmirnovのテス トの表 が第4表 第5表 として巻末
に与 え られてい る。
§17.順 序量(順 序統計量)
連続分布函数F(t)を 有 す る偶然量xのn個 の独立 した値 か らな る標本 を
(Xl,X2・……,Xn)と す る。Xiを大 きさの順にな らべ た もの を
X(1)<X`2)<… … 〈-X('t)
とす ると きこの各 々 を順序量 とい う。
hとn-hが と もに大 な ると き順序量x(h)は平均値t。,標 準偏差
σ一(crf・)…÷((h一 詳 呈一h))巻f♂
を以て漸近的に正規分布する。
平 均 値 が ・ で 標 鞠 差 が ・ の と きt・一 ・・fδ1-・ 万 よ りa・'一(π2n)9
と な る。
h又 はn-hが 小 さい と きは 問 題 は 困 難 に な る。Fisher,TipPert,Fr6chet,
v.Mises,Gumbe1がこれ に 対 し て 重 要 な 寄 与 を な し て い る。 な おS.S.Wilks
のBull.Amer.Math.Soc.54(1948)にあ る論 文 を 見 られ た い 。'
順 序 量 は2次 元 の 場 合 に も考 え られ る。
§18.経 験 的 平 均 と経 験 的 標 準 偏 差
これ は 標 本 平 均 と標 本 標 準 偏 差 に つ い て 述 べ て い る。
§19.Sheppardの 修 正
§20.そ の 他 の 平 均 と偏 差 量
こ の な か にCauchy'分布 函数 が 例 と し て と りあ げ られ て い る。
第5章Fourier積 分 と極 限定 理
§21.特 性函数
フ ァン ・デ ァ,ウ ェル デ ン
A.複 素数の平均 値
B.特 性函数
C.特 性函数の連続性
D.積 率
E.逆 公 式
F.和 の特 性函数
§22.例 題
A.2項 分布
B .正 規分布
C .PoiSSQn分布
§23.X2分 布
天文学者F.R.Helmert
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.がガ ウスの誤差論に関連 して正規分布量の平方の
和 を研 究 しその際分布 函数G(u)に 到達 した。KPearsonは後に これ をX2
分 布 と名づ けた。 一
㈲職
点 一:二;:;
1=垂fと す るとfは 自然数 に してR.A .Fisherによ り自由度の数 とよば
れ る。 ・
§24.極 限定理
A.L6vy-Cram6rの極限定理
B.極 限定理の例:2項 分布
C.大 数 の法則
KhintschinとDugu6の一般化 された大数 の法則が述べ られ てい るが これ
は大数 の弱法則 であ る。 ・一方大数 の強法則 もあ るが これ は数理統計学に於 て あ
ま り重要な役 割 を果 していない。A・Khiptschineの論文(ComptesRendus
188(1929)P.477)を見 よ。
D.申 心極限定理
申心極陳定理に関す るこれまでの結果に対する文献をしめしているが 次の定
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理 だ けを証明 してい る。
定理.X、,X2,……X。は独立 とし平均 値 μ と標準偏差aの 同 じ分布函数 を
有す ると き,
x、+x2↓……Xnは 平 均値nμ と標準偏差 σ1/Tを 以 て漸近的正規 に分
布 す る。
E .例 題:XS分 布
F.第2極 限定理
これはFr6chetとShohatによ るもので非常に役立 つ もので あ る。
G.初 等極限定理
これ までの極限定理は フ・一.リエの積分変換 によ る ものであ るが,Cram6rの
方 法 を用い ると初 等的 に導かれ る。 これはvanderWaerdenの気 づいfcとこ
ろで あ る。
§25.長 方形分布
第6章Gaussの 誤 差 論 とStudentの テ ス ト
§26.Gaussの誤差論
A.相 等 しい精密度の観測
B.異 な る精密度の観測
C.平 均Mの 分布函数
§27.S2の分布
A.量X2の 導入
B.積 分の計算
C.MとX2の 独立性
D.X2の 平均値 と標準偏差
E.S2に対 す る限界
これに対 す る表 は巻末 の第6表 に る。
iF.x2分布の加法性St
§28.Studentのテス ト
これに対 す る表 は巻末の第7表 に あ る。
フ ァ ン ・デ ァ ・ウ ェル デ ン
§29.2つ の平 均値の比較
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第7章 最 小 二 乗 法
§30.観 測誤差 の調整
§31.推 定値tiの 平均 と標準偏差
A.平 均 値
B,標 準偏差
C.幾 何学的説 明
1).Gaussの定理
§32.分 散02の 推定
§33.回 帰直線
§34.経 沸量ρ因果的説明
古典雨例としてはA.Hanau
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の 研 究 「豚 の 価 格 の 巡 回 的 変 動 」が あ る。.
最 小 二 乗 法 は 今 日な お 有 力 な 方 法 で あ っ てG.Tinter,L.R.Klein,W.C.
HoodとT.C.Koopmansに よ る書 物 な ど を見 られ た い 。
第8章 未知定数の推定
§35.R.A.Fisherの最 尤 法'
§36,極 大 の 計 算 に よ る決 定
畠例 と し てCauchy分 布 が 取 上 げ られ て い る 。
§37.Fr6chetの不 等 式
これ はFr6chet(1943),Rao,Cram6rによ っ て 独 立 に 見 出 され た もの で,
英 語 の 文 献 で はCram6r-Raoの不 等 式 又 は 情 報 不 等 式 とい う。 式 は次 の もの
で あ る。
1(θ)
§38.十 分 推 定 と最 小 推 定
十 分 推 定(ersch6pfendeSchatzung)とはR.A.Fisherに よ るsufficient
な
estimate又はsufficientstatisticをい う。
§39.例 題
。。・≧ 〔1+b'(θ),2
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正規分布の平均 値 の推定,既 知 の平均値を もつ正規分布の分散 の推定,最 小
二乗法,2項 分布の確率 の推定。
さて これまでに考 えた場合 はみなFr6chetの不等式 が等式 とな り,つ ねに
2つ の条件(§38の(a)(b))を 満足 していたが,然 らぎ る場合 に不偏最小
推 定(MinimalschatzungenohneBias)を求 め るには他 の 方 法 に よ らね ば
な らない。その方法 はRaoに よ るもので あ るが もっ と一 般 の 仮 定 の 下 に
LehmannとScheffe(1950)が導 いた。 しか しこの方法 を論 ず る準備 として
Kolmogorovの条件付期待値の説 明か ら入 る。
§40.条 件付期 待値
Kolmogorovが条件付期待値 と定義 したEtuに ついては彼 の著書Grundbe・
griffederWahrscheinlichkeitsrechnungV§4をみ る と よ い。 そ こで は
Nikodymの定理が援用 されてい る。
条件付期待値 の4つ の性質 の うち始 めの3つ は定義か ら直接で るが,最 後の
ものはKolmogorovが証 明 した。
§41.十 分統 計量
定理.確 率密度9(x/θ)が9(x/亭)=e〈t/θ)h(x)なる形 をしてい ると き,θ
に独立な函数EtUを 決定 す ることがで きる。
§42.不 偏推定の問題への応用
A.推 定の修正
B.不 偏推定 に対 す る積分式
§43.応 用
因数 α を有 す るX2分 布,長 方形分布な ど
§44.正 規分布の分散の推定
§45.漸 近的性質
A.最 尤推定の緊密
B.漸 近的 正規,平 均値 と分散
C.有 効
第9章 観 測 相 対 度 数 の 測 定
フ7ン ・デァ・ウxルデン 「数理統計学 」(武 隈)
§46.最 尤 法
§47.n→ 。。 に 対 す る尤 推 定 の 緊 密
§48.最 尤,極 小X2と 最 小2乗
　 　
A・ 極 小X 。
ヨ
B.極 小X.
C.最 尤
§49.n→ 。。 に 対 す るX2と θ の 漸 近 分 布
§50.有 効
§51.X2テ ス ト
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第10章 生 物 測 定
薬量死 亡曲線 を作用曲線(Wirkungskurve)とよぶが,観 測 され た作用 曲線
の種 々の潰掟 方 法について述べてい る。 予備知 識 としては第1章 と第2章 の も
の しか必要 としない 。
§52.作 用曲線 と対数作用 曲線
§53.BehrensとKarberの面積法
これ は半分 だけ死亡す る薬量(mittleret6dlicheDosis)の概念 に基づ く方
法でvanderWaerdenは さらに これを精密化 した。詳 細は拙稿 「vander
Waerdenによ る50%致死量測定 法 」(日 本i数学教育会雑誌第30巻第1号 即 ち
数 学教育第2巻 第1号1948,41頁)を見 られ たい。
§54.正 規曲線 に もとつ く方 法i
A.図 式測定
B.最 尤 法
C .2点 法
D .τ 点 法
E.ロ ギス テ ィ曲線(10gistischeKurve)
§55."Aufundab"方法
A.DixonとMoodの 方法
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B.確率近似Q方法
第11章 テ ス トに よ る仮 説 の 検 定
§56.X2テ ス トの応用
A.1つ と られ た確率 の検定
B.多 くと られ た確率
C.2つ の確率 の比較
D.2つ の確率 の独立性の検定
E.2つ 以上 の確率 の比 較
F.稀 有事象
G.2つ の稀有事象 の比較
H.分 布の正規性 の検定
J.作 用曲線 の正規性 の検定
K.X2テ ス トを応用す るには期待値npは 如何 ほ ど大 き くなければな ら
ないか。
L。x2テ ス トの例
§57.分 散の商 テス ト(Fテ ス ト)
これ に対 す る3表 は巻末の第8A,8B表 に あ る。
§58.分 散分析
A .2つ の級にお け る分散
B.Fテ ス ト
C.非 正規分布
D.tテ ス トとの関係
E.対 相 関
F.よ り広1・応 用t
§59.L般 原理.最 有力 テス ト
A.基 礎概 念
B.'連 続変数 の場合`
c.離 散変数の場杏
ファン・デァ。ウェルデン 「数理統計学」(武 隈)-75-
D.例
§60.複合仮説
第12章 順 序 テ ス ト
順 序 テス ト(Anordnungstests)は観測 され た量 その ものの値に施 すのでは
な く,そ の順序即 ち計 られ たXとyと の間の関係X<y,X>yに 対 して行 う
ものであ る。
§61.記号テス ト
A.原 理
n個 の差Zi=Xi-y」 の うちk個 が正 でn-k個 は負 とす る。仮 説H
は,各iに 対 して両方 の観測 され たXiとyiは 同 じ分布函数 を有す る独立の偶
然量 であ る・とす る。Ziが 正 にな る個数kがmよ り大 な ると き仮説 を琴却
す る。
これに対 す る表 は巻末 の第9表 に あ る。
B.Bindullgen
差zi=xi-yiが0に な る場 合 をBindungenといい これ の取扱い方 を述
べ てい る。
C.分 布の対称
D。 申央値 の信頼限界
§62.2つ の標本の問題
A.問 題'
xとyが 同 じ分布函数 を有 す るとい う仮説 の検定 に用い られた これ までの
2つ の方 法即 ちStudentテス トとFテ ス トは正規分布 を仮 定 してい7c。正規
分布でない場合に精密 に行 うために ここでは順序 関係x<y,x>yの み を利用
していか う。
B.Smirnoffのテス ト
§63.Wilcoxonテス ト
A.テ ス トの見本
観 測 され たXiとyiと が増加量 としてな らべ られてい ると き添数iを と り
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去 った結果xとyの 文字の排列 として
yyxyxyyXX
にな ったとす る。 この ときxがyよ り後に あれ ば逆(Inversion)とい う。
この例 では15の逆が あ る。wilcoxonのテス トは逆 の個数uが 制限uβ を超
え ると き帰無仮説 を棄却す る。
B.Uの 平 均値 と分散
C.9→ 。。,h→。。 に対 す るUの 漸近分布
D .h→。。 に対 す るUの 漸近分布
E .小 さな9とhに 対 す る表
これに対 す る表 は巻末の第10表に ある。
§64.Wilcoxonテス トの力
A.仮 説H,の 下におけ るUの 平均値 と分散
B.第1の 場 合,等 しい順序量の9とh
C.Studentテス トとの比較
D .第2の 場合,hが9に 対 して大 きい。
E.そ の他の場 合
§65.Xテ ス ト
A.発 見的誘導
B.Xテ ス ト
Xテ ス トにおけ るXに 対 す る制限の表 は巻末の第11表にあ る。
C.Xβの計算
D .Xの 平 均値 と分散
σ2一碧
、9
Ω一÷ 孝w・(in十1)
この Ω に対 す る表 は巻末の第12表に ある。
E.Xの 漸近分布
F.等 しいxとyの 取扱い
ファン ・デァ・ウ子ルデン 「数理統計学」(武 隈)
G.Studentテス トとの比較
H.非 正規分布
第15章 相 関
§66。 共変 と相関係数
A.真 の相関係数 ρ
B.経 験相 関係数r
§67.従 属に対 す る標識 としての相関係数
相関係教rに 対 す る制 限の表 は巻未 の第13表に ある。
§68.清 算相 関係数
A .清 算(Bereinigung)の概念
B.rXy/zの分布函数
C.幾 何学 的表示
§69'.従属変数にお け る係数rの 分布
A.対 量の 正規分布
B.大 きなnに 対 す るrの 漸近分布
C.S。2,Sy2とrの精密な分布
D .R.A.Fisherの補助 量Z
§70.Spearmanの順位 相関R
A.Rの 定義
B.独 立量にお け るRの 分布
C.正 規分布 との比較
D.Student分布 との比 較
E.従 属 の場 合
§71.Kendallの順位相関T
A.Tの 定義
B,Tの 分布
C.RとTの 比較
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第14章 諸 表
第1表 か ら第13表まで。
以上で本文を終つているが索引の表 として例題,英 語術語の課訳,人 名と事
項 に関す るものがある。 この うち例題の索引は各科 目に分けてあるので検 出に
便利である。
(1958.12.5.)
(校正に際して読みかえしてみ ると,題 目の翻訳に終始してい るように見
えて,汗 顔のいた りである。二三の重要な例を紹介した方がよ りよい と思
われ るが,後 日に許されたい)
